
議決のあらまし

QＲコードの商標は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議会トピックス
わが国の経済・物価情勢と岡山の特徴を学ぶ

こども向け市議会ガイドを
作成しました！

岡山県建設事業費市町村負担金　
　（都市公園事業）をめぐる問題に
ついて議長が記者発表しました

こどもの意見を表明する仕組み･体制
づくりを市長、議長、教育長に提言

在職議員表彰・感謝状
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進める経費などの補正予算を可決

　令和６年６月定例市議会に市長が提案した議案は、41件（予算案１件、条例案12件、その他28件）でした。
そのうち、令和６年度岡山市一般会計補正予算（第２号）など２件の議案については、一部の議員から反対が
ありましたが、すべての議案を原案可決・同意ならびに承認しました。
　これにより、補正予算額は一般会計91億 2,150 万円の増額となり、予算総額は、6,694 億 3,935 万円余とな
りました。
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不採択とした陳情（８件）
令和５年陳情第21号、陳情第11号、陳情第12号、陳情第13号、陳情第14号、陳情第15号、
陳情第17号、陳情第18号

採択した陳情（１件）
陳情第10号　石井谷公園内貯水池を民間売却しないことを求めることについて

定額減税補足給付金（調整給付）事業　　　　　　　　 　　　 　 56億2,000万円　　　 
　所得税・個人住民税の定額減税が行われることに併せ、減税しきれない方に対し給付金を 
　支給する。

（主な事業）

岡山市スポーツ・文化振興基金条例の一部を改正する条例
　国際現代美術展「岡山芸術交流」の開催を設置目的に追加する等のため改正するもの。

陳情の議決結果
は、ＱＲコード
から市議会ホー
ムページでご覧
ください｡

陳情の議決結果

予

　
　算

可決した主な議案

令和６年度岡山市一般会計補正予算（第２号）　　

住民税非課税化世帯等・子育て世帯加算給付金事業　　　　　 　 　16億4,200万円
　令和６年度から新たに住民税非課税または均等割のみ課税となった世帯に対し、給付金を支給する。

地域公共交通利便増進事業    　　　　 　　 　　　　　　　　　　　 １億9,200万円
　地域公共交通利便増進実施計画に基づき、バス路線の再編に伴う乗り継ぎ環境の整備や支線バスの購
　入等を実施する。

新型コロナワクチン定期接種事業    　　　　 　　 　　　　　　　　14億7,000万円
　令和６年10月から12月に、65歳以上の方等を対象に新型コロナワクチンの定期接種を実施する。

多目的屋内施設（アリーナ）の整備に係る追加調査事業　　　　　   　　 2,000万円
　最適な施設規模や事業手法、整備費や運営費、周辺環境への影響等に関する追加調査を行う。

議案の議決結果、 議員ごとの議案
への賛否は、 Q R コードから市議
会ホームページでご覧ください｡

　令和６年４月15日に開会し、岡山県が行う都市公園事業に係る負担金について編成した令和
６年度岡山市一般会計補正予算（第１号）の議案を原案可決し、その他２件の議案を承認して
閉会しました。

４月臨時市議会
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東京大学法学部卒業。
日本銀行入行。
政策委員会室経営企画課長、
金融機構局総務課長等を経て、
岡山支店長に就任。

　主権者教育の推進の一
環として、市議会に対す
る理解と関心を深め、多
様な人材の参画を促すた
めに、将来の地方自治を
担う児童を対象にこども
向け市議会ガイドを作成
しました。

※【主権者教育】
国や社会の問題を自分
の問題として捉え、自
ら考え、自ら判断し、
行動していく主権者を
育成すること

本紙５月号12ページ「市議会議員研修会を開催」の記事に誤りがありました。おわびして訂正します。
訂正箇所は次のとおりです。
◆　北川　真也氏　（誤）北川正添事務所　（正）北川正恭事務所
◆　高嶋　直人氏　（誤）財務省財務総合政策研究所所研修部長　　（正）財務省財務総合政策研究所研修部長

　令和６年６月13日、こども未来創造調査特別委
員会（林敏宏委員長）が、大森市長、田口議長、
三宅教育長へ提言書を提出しました。
　こどもの視点に立ち、こどもにとって最善の利
益を第一に考え、当事者の意見を政策に反映する
「こどもまんなか」社会の実現に向けた取り組み
として、「（仮称）岡山市こども議会」の設置を提
言しました。

　令和６年６月25日に本会議場で市議会議員研修会を
開催しました。日本銀行岡山支店の廣瀬敬久支店長を
招き、「わが国の経済・物価情勢と岡山の特徴」と題
した講演を聴講しました。
　講演では、今起きている社会情勢の変化の意味や方
向性を、企業や市民と共有することが重要。変化の過
程では、主体によって負担と恩恵の実感に時間的なず
れが生じるので、必要な範囲でサポートしリードする
ことで、岡山市の潜在力がさらに引き出される、など
と示されました。
　講演後、岡山芸術創造劇場の開業、岡山駅前広場へ
の路面電車乗り入れ整備といった街づくりの進め方な
どについて活発な意見交換が行われました。

　令和６年５月23日に本市と岡山県の負担金をめ
ぐる問題について、市議会としても県議会に対し、
市と県の会派間による協議
の場を求めるなど、課題の
早期解決に向けて、議会相
互の共通理解が図られるよ
う働きかけていくと記者発
表しました。

　全国市議会議長会および中国市議会議長会から、
次の方々が表彰状と感謝状を受けました。

■全国市議会議長会
　□議員在職 25 年以上表彰   和氣　健 氏　田口　裕士 氏
　□議員在職 15 年以上表彰　岡崎　隆 氏
　 □感謝状
　　（部会長、相談役、理事、国と地方の協議の場等に
　　 関する特別委員会委員）　田口　裕士 氏

■中国市議会議長会
 　□議員在職 20 年以上表彰
　　 森田　卓司 氏

おわびと訂正

※

利用しやすいバス路線を再編

大森市長へ提言書を提出

アリーナでのプロスポーツ開催イメージ
コロナワクチンの定期接種で

重症化予防
廣瀬　敬久　氏　プロフィール

ひろせ　　　としひさ


